
 

 

 

 

 

○期 日：  令和４年１月２１日（月） 

○時 間：  ９時４５分～１０時２０分  校舎見学及び授業参観（小・中学部） 

１０時３０分～１１時３５分   会議 

○場 所：  会議室 

○出席者： 学校評議員４名 A委員（教育関係者） 

              B委員（社会福祉関係者） 

              C委員（地域関係者） 

              D委員（地域企業関係者） 

      学校関係者９名 校長、副校長２名、事務長、学部主事３名、寮務主任、

進路指導主事 

 欠席者： 学校評議員２名 E委員（町内会関係者） 

              F委員（本校保護者） 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 

第２回 学校評議員会 記録 

＜会議次第＞ 

1 開 会 

2 校長挨拶 

3 出席者自己紹介 

4 報 告 

(１)令和３年度 学校経営に係る総括について 

・学校経営方針について 

・各学部・寄宿舎の取組 

 (２)令和３年度 学校評価結果について 

  (３)令和３年度 高等部進路状況について 

  (４)コミュニティ・スクールについて 

5 提 言（意見・要望・感想等） 

6 連 絡 

7 閉 会 

 



＜報告＞ 

（１）令和３年度学校経営計画に係る総括について 

・学校経営方針について：校長より資料を基に説明した。 

   ・各学部、寄宿舎の取組について：各学部主事より資料を基に説明した。 

（２）令和３年度学校評価結果について：副校長より別冊資料を基に説明した。 

（３）令和３年度高等部進路状況について：進路指導主事より資料を基に説明した。 

 （質問）A評議員：就労継続支援 B型事業所とは何か。 

 （回答）進路指導主事：福祉サービス利用である。日中の活動を支援、働く場の提供を

し、工賃も支払われるものである。 

 （質問）C評議員：一般就労の求人情報は、先方から情報がくるのか、こちらから採用

のお願いに行くのか。 

 （回答）進路指導主事：こちらからお願いすることが多い。指定求人を出していただい

ている。２学年より実習を組み、見ていただいたり、相談した

りしながら進めている。 

（４）コミュニティ・スクールについて：副校長より資料を基に説明した。 

 

＜提言（意見・要望・感想等）＞ 

A評議員 

・本日の授業参観から、特別支援教育の原点を感じた。言葉、文字、視覚支援等は普通

校にも必要、何かの機会に（中学校の）先生方にも見てもらいたい。 

・今年度、２回の交流が実施された。コロナ禍の中実施でき良かった。本校にも知的障

害の支援学級があるが、小学校から９年間一緒に生活していると、インクルーシブに

は程遠いものになっている。そういう意味では、３年生にとっては交流を通じて考え

る機会となり心に響く活動になった。２年生にとっては、これからの学びを考える機

会となった。今後も連携しながら継続していきたい。 

・コロナ禍にあっては、地域交流ができていない状態にある。次年度（令和４年度）中

文祭での発表があるが、地域のナニャドヤラを知らない生徒だけになってしまい、中

身を検討しなければならないと考えている。 

 

B評議員 

・昨年の４月から現職に就いている。以前は教育委員会に１１年在職したこともある。

授業参観をして、様々な変遷を感じている。 

・福祉祭等の機会提供の立場ではあるが、コロナ禍でできていない。地域福祉であれば

民生委員さんや区長さん等の人的資源を使いながら、日常支援や児童福祉、教育との

接点をつくっていきたい。 

・チャレンジセンターでは重度の方が利用しているので、情報交換に活用してもよい。 

 

C評議員 

・修学旅行について、この状況の中実施できて良かった。 

・授業参観では、個人個人に対応した先生方の取組がすごい。教室の中、机や物の配置



など工夫への取組は他では見られない。個性や特性をつかんでいるし、見つける能力

もある。一緒に毎日過ごすことでの気付き、日ごろの意識が感じられた。 

・市民センターで児童生徒の作品を長い期間展示してきた。今回（聖火リレーで使っ

た）トーチを展示することになり一旦返却した。必要があれば、広くはないが展示可

能なので声がけしてほしい。例えばリンゴ箱の展示は地域の方への発信にもなる。 

 

D評議員 

・岩手ビックブルズの訪問を受けていただき、感謝している。また、試合に足を運んで

いただいたことにも感謝したい。企業として、プロスポーツの外国籍選手が触れ合う

機会もなかった。ユニフォームも障がい者関連企業（ヘラルボニー）とタイアップし

ている。このような形で障がい者と触れ合う機会になれば良い。 

・企業として学校版株主総会のように、パブリック組織になれるとよい。様々な参加企

業があると思う。多くの協力を得られるようにしていきたい。 

 

＜連絡＞ 

校長 

・本校のプールが経年劣化している。改修工事には多額の費用がかかる。そこで、次年

度は地域資源を活用したいと考えている。C評議員様とも相談しながら地域資源利用

を図りたい。よろしくお願いいたします。 


